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詐欺に注意しましょう
サ ギ

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

平成30年（2018年）3月１日現在
前月比

人口 …… 89,114人 （＋80人）
男  …… 46,290人 （＋18人）
女  …… 42,824人 （＋62人）

世帯 …… 41,026世帯 （＋69世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
平成30年度当初予算／市の組織が変わりました／
中川やしおスポーツパークの利用について � ●❷
国民健康保険からのお知らせ／介護保険制度改正のお知らせ／第
７ 期八潮市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定 � ❸
公共下水道に早めの接続を／第6次八潮市障がい者
行動計画第5期八潮市障がい福祉計画を策定 � ●❹
市政の執行状況／６５歳からの健康づくり～介護予防で元気アップ～ � ●❺

おしらせHOTコーナー 
案内・催し・募集 �  ６～9
5月子育て情報コーナー／保健センターからの 
お知らせ � ●❿
各種無料相談／840伝言板 � ●⓫
やしお八つの野菜de健康レシピ／文芸特集作
品募集／いきいきやしお写真館 � ●⓬

川
の
駅
・
中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ
り

第13回

同
時
開
催

水
辺
の
楽
校
特
別
イ
ベ
ン
ト

水
辺
の
楽
校
特
別
イ
ベ
ン
ト

　
３
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
「
花
桃
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
24
日
・
25
日
に
行
わ
れ
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
花
桃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
手
ぶ
ら
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
水
辺
の
楽
校
で
は
、
カ

ヌ
ー
体
験
や
防
災
ま
つ
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
両
イ
ベ
ン
ト
合
計
２
万
７
３
０
０
人

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

物
商
工
観
光
課
☎
奮
２
０
２

物交通防犯課☎奮397

　3月20日現在、草加警察署管内の振り込め詐欺被
害認知件数は24件（前年同時期と比べ12件増）、八
潮市では7件（前年同時期と比べ5件増）と危機的な
状況となっております。
　対策方法や最近の手口については、7面に掲載し
ています。

振り込め詐欺被害が
多発しています!!

満開の花桃とハッピーこまちゃん

飛潮太鼓による演奏 「花桃色で集まろう」で「ベスト花桃」に選ばれた皆さん

和船遊覧体験
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

（単位：千円、％）

年　度　

　会計区分

平成３０年度
予　算　額

Ａ

平成２９年度
予　算　額

Ｂ

対前年度比

増減額
Ｃ（Ａ－Ｂ）

増減率
Ｃ／Ｂ
×１００

一般会計（ア） ２８，９４０，０００ ２８，４５０，０００ ４９０，０００ １．７

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 ８，７４９，９２３ １１，２４８，６９０ △ ２，４９８，７６７ △ ２２．２

公 共 下 水 道 ４，２６４，０００ ４，１６５，０００ ９９，０００ ２．４

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 ４４６，４０５ ２６５，５００ １８０，９０５ ６８．１

鶴ヶ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理 １５９，３９４ １７４，４００ △ １５，００６ △ ８．６

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 ５８３，１３４ ５５０，９００ ３２，２３４ ５．９

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 ７２３，０３０ ６９３，４００ ２９，６３０ ４．３

南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 １，８１７，１５７ １，６３３，０００ １８４，１５７ １１．３

介 護 保 険 ５，０２５，６３５ ５，００６，２７９ １９，３５６ ０．４

後 期 高 齢 者 医 療 ９１８，２１３ ８２８，２４５ ８９，９６８ １０．９

計　（イ） ２２，６８６，８９１ ２４，５６５，４１４ △ １，８７８，５２３ △ ７．６

上水道事業会計
（企業会計）（ウ） ３，３０１，０７８ ３，１３２，８６０ １６８，２１８ ５．４

合計（ ア＋イ＋ウ ） ５４，９２７，９６９ ５６，１４８，２７４ △ １，２２０，３０５ △ ２．２

平成
３０年度

当
初
予
算
の
お
知
ら
せ

一
般
会
計
予
算
は
２
８
９
億
４
千
万
円（
前
年
度
比
４
億
９
千
万
円
の
増
）

平成３０年度会計別予算総括表

一般会計予算の主な事業 　
平
成
３０
年
度
の
当
初
予
算
は
、

保
育
所
や
学
童
保
育
所
な
ど
の
子

育
て
支
援
事
業
の
充
実
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備

な
ど
を
中
心
に
、「
第
５
次
八
潮

市
総
合
計
画
」
で
掲
げ
る
「
住
み

や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち　
八

潮
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
選
択

と
集
中
」
と
い
う
視
点
で
、
事
業

の
必
要
性・優
先
度
や
事
業
効
果
、

経
費
の
内
容
な
ど
を
検
証
し
、
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
予
算
の
規
模
や
主
な
事
業
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
財
政
課
☎
奮
４
７
７

（※第 5 次八潮市総合計画の分野別の将来目標ごとに分類したものです）

①教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～
・八潮こども防災マイスターの育成� ２５５千円
・学校施設の整備（校舎空調設備導入調査業務委託料）� １５，１２０千円
・教育環境の充実（パーソナルコンピュータ使用料）� ７１，３８５千円
・学校給食の充実（消耗品費（学校給食用食器総入れ替え））� ３０，７３２千円
・八潮メセナの施設整備� ２１，０８１千円
・文化財の保存・継承（油彩画修復委託料など）� ２，２３８千円

②健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～
・健康マイレージ事業の実施� １，７５３千円
・子育て世代包括支援センターの設置� ７，０２０千円
・前立腺がん検診などの実施� ２，６７７千円
・スポーツ活動の推進（スポーツ推進計画策定支援業務委託料）� �
� ６，２０３千円
・�生活困窮者の自立に向けた支援の充実（生活困窮者家計相談支援業
務委託料）� １，３４５千円

・保育所の充実（私立保育所保育事業委託料など）� １，１９３，８９７千円
・学童保育所の充実（民設民営学童保育所運営費補助金）� ８１，３２４千円

③防災・防犯・消防・救急～誰もが安全で安心して暮らせるまち～
・防災行政無線のデジタル化� ６６，３３４千円
・広域消防体制への支援� ９２２，５２７千円
・交通安全対策の推進（ゾーン３０道路標示等設置工事費）� ２１，１３６千円

④産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～
・旧潮止揚水機場跡地の整備（跡地整備工事費）� ２１，９２４千円
・魅力ある商業づくりの推進（八潮駅周辺商業者意向等調査委託料）� �
� ２，４９３千円
・観光の振興（観光資源開発支援事業費補助金）� ５，２００千円

⑤都市基盤・環境～快適でやすらぎと潤いのあるまち～
・�地域の特性を活かしたまちづくりの推進（まちづくり白書作成等業
務委託料）� ４，６２３千円

・�北部拠点まちづくり事業の推進（（仮称）外環八潮PA都市計画図書
作成等業務委託料）� ５，２００千円

・土地区画整理事業の推進� １，５７７，５９１千円
・中川河川敷包括占用区域内の整備� ２８９，９４５千円
・葛西用水の親水化整備� ９８，５７０千円
・公共下水道事業の推進� ９００，０００千円
・市営住宅の居住環境整備（大原団地１号棟大規模改修工事費など）� �
� ９７，４０１千円

⑥新公共経営～協働で経営する自主・自律のまち～
・シティセールスの推進（PR動画・啓発品作製業務委託料）� ３，０４９千円
・アセットマネジメントの推進（公共施設跡地活用基本方針策定など）�
� ３９，３６４千円
・新庁舎の整備（庁舎整備基金積立金など）� ２２６，０１２千円

※詳しい内容については、市ホームページをご覧ください。

　４月から市の組織の一部を次のとおり変更しました。
　ふれあい福祉部と健康スポーツ部を再編成し、新たに「健康福祉
部」と「子育て福祉部」を設置しました。
　なお、営繕・市営住宅課は、営繕に関することをアセットマネジ
メント推進課に移管することにより、「市営住宅課」となりました。

物企画経営課☎焚２２７

4月から市の組織が変わりました

旧組織 新組織

ふれあい福祉部

・社会福祉課
・長寿介護課
・子育て支援課
・保育課
・障がい福祉課

健康福祉部
・社会福祉課
・長寿介護課
・健康増進課
・国保年金課

健康スポーツ部
・国保年金課
・健康増進課
・スポーツ振興課

子育て福祉部
・子育て支援課
・保育課
・障がい福祉課

市民活力推進部
・市民協働推進課
・商工観光課
・都市農業課

市民活力推進部
・市民協働推進課
・スポーツ振興課
・商工観光課
・都市農業課

建設部
・道路治水課
・下水道課
・営繕・市営住宅課

建設部
・道路治水課
・下水道課
・市営住宅課

　中川やしおフラワーパークの下流側に、新たに多目的広場Ａ（主にサッカ
ー場の利用）と多目的広場Ｂ（主にソフトボール場の利用）を有した中川や
しおスポーツパークを整備しています。
複八潮市二丁目１５８５
利用申し込みについて
　多目的広場Ａは７月から利用できますので、７月利用分の抽選予約申し込み
を次のとおり行います。なお、多目的広場Ｂは、平成３１年４月（予定）から
利用できます。
抽選申込　�５月１日から１０日までに、文化スポーツセンター窓口（午前９時～

午後５時）へ
抽選日　５月１５日㈫　午後７時～
複文化スポーツセンター研修室
※抽選日以降の申し込みは、５月１９日から先着順で受け付けします。
※�８月以降の利用分の申し込みは、市ホームページ・まんまるよやくホーム
ページへ掲載します（平成３１年１月まで同様の抽選方式をとります）。

※まんまるよやくシステムによる申し込みは、平成３１年２月から開始予定です。
※�大瀬運動公園サッカー場とソフトボール場は、平成３０年１０月（予定）まで
で利用停止となります。
物文化スポーツセンター☎９９６−５１２６

中川やしおスポーツパークの利用について
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業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
指
定

基
準
が
見
直
さ
れ
、
介
護
保
険
と

障
が
い
者
福
祉
の
両
方
を
担
う

「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
指
定
を
受
け
た
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
、
６５
歳

に
な
っ
て
介
護
保
険
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
も
、
使
い
慣
れ
た

事
業
所
で
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。

【
介
護
医
療
院
の
創
設
】

　
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
転
換

施
設
と
し
て
、
介
護
医
療
院
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
医
療
院
は
、

日
常
的
に
医
療
管
理
が
必
要
な
重

度
介
護
者
の
受
け
入
れ
、
終
末
期

医
療
・
介
護
、
看
取
り
な
ど
の
機

能
と
生
活
施
設
と
し
て
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。

【
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
】

　
高
齢
者
と
障
が
い
者
が
同
じ
事

平
成
３０
年
８
月
か
ら

【
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直
し
】

　
世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
性
を

確
保
し
つ
つ
、
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
、
次
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
利
用
者
の
負
担
割

合
が
２
割
か
ら
３
割
と
な
り
ま
す
。

○
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２２０
万

円
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
６５
歳
以

上
の
方
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」
が
単
身
の
場

合
３４０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
の
世

帯
の
場
合
４６３
万
円
以
上
の
方

※
利
用
者
の
負
担
割
合
を
示
す
負

担
割
合
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

【
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
の
算
定
基
準
の
変
更
】

　
現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
、
課

税
所
得
３８０
万
円
以
上
６９０
万
円
未
満

の
方
と
、
６９０
万
円
以
上
の
方
は
限

度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

平
成
３０
年
１０
月
か
ら

【
福
祉
用
具
貸
与
の
見
直
し
】

　
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利

用
者
に
対
し
て
、
貸
与
す
る
商
品

の
全
国
平
均
価
格
と
そ
の
事
業
者

の
価
格
の
提
示
と
機
能
の
説
明
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
３０
年
４
月
か
ら
価
格
帯
が

違
う
複
数
の
商
品
の
提
示
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

　
平
成
３０
年
４
月
以
降
の
介
護
保
険
制
度
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
改
正
に
と
も
な
う
介
護
保
険
料
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
し
お
５
月
号
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

平
成
３０
年
４
月
か
ら

　市では、平成３０年度から３２年度までを計画期間とする高齢者施策、介護
保険サービス等の提供体制を示す総合的な計画として「第７期八潮市高齢
者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定しましたので、その概要をお
知らせします。 物長寿介護課☎奮４４７

■計画書の概要
　計画では、基本理念を「健康でいきいきと安心して暮らしつづけられる地域
をめざして」と定め取り組みます。
　今後、団塊の世代が後期高齢者となる2025年を見据え、地域共生社会の実
現に向けた地域包括ケアシステムを深化・推進するにあたり、①高齢者が健康
で生きがいをもって、住み慣れた地域で安全・安心に暮らせるまち②市民一人
ひとりが地域ぐるみで助け合い、支え合えるまち③住み慣れたところで、親し
い人たちに見守られながら、尊厳をもって人生の最期を迎えることができるま
ちの実現を目指します。

※詳しい内容については、市ホームページをご覧ください。

第７期八潮市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画を策定

計画の体系

【計画書の表紙】

１　地域包括ケアシステムの推進
２　地域包括支援センターの機能強化
３　介護予防・日常生活支援総合事業の充実
４　健康づくりの推進

いきいきと活力ある高齢期
を過ごすための取組第1章

１　要介護・要支援者の各種サービス
の充実

介護保険サービスの充実に
向けた取組第4章

１　医療・介護・保健・福祉の推進
２　権利擁護施策の推進

尊厳ある終末期を迎えるた
めの取組第5章

１　認知症対策施策の充実
２　徘徊高齢者支援ネットワーク体制の強化
３　高齢者在宅福祉サービスの充実
４　住まいの支援策の利用促進
５　高齢者福祉施設サービスの利用促進

住み慣れた地域で安心して
暮らせるための取組第2章

１　安心して暮らせる地域づくりの推進
２　地域福祉活動への参加の促進
３　見守り体制の充実
４　長寿祝金事業の実施
５　情報提供体制の充実

地域共生社会の実現に向け
た取組第3章

●� ●

●� ●

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
資
格
の
取
得・喪
失
手
続
き
●

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

加
入
ま
た
は
脱
退
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
加
入
（
資
格
取
得
）

覆
社
会
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
職

場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
方
で
、

任
意
継
続
や
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
方

弗
離
職
お
よ
び
喪
失
の
確
認
が
で

き
る
書
類
（
離
職
票
、
社
会
保
険

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）、
年
金

手
帳
（
６０
歳
未
満
の
方
で
、
国
民

年
金
加
入
者
を
除
く
）

●
脱
退
（
資
格
喪
失
）

覆
国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、

社
会
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

弗
新
し
い
保
険
証
、
国
民
健
康
保

険
証

●

給
付
の
手
続
き

●

●
出
産
し
た
と
き

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、

出
産
育
児
一
時
金
（
４２
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

　
出
産
育
児
一
時
金
の
支
払
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
直
接
支
払
制
度　
②
受
取
代
理

制
度　
③
国
保
年
金
課
へ
申
請

●
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き

　
１
カ
月
の
世
帯
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
「
自
己
負
担
限
度
額
」
を
超

え
た
額
は
、「
高
額
療
養
費
」
と

し
て
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
事
前
申
請
す
る
場
合

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
す

る
と
き
は
、
事
前
に
国
保
年
金
課

で
「
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示

す
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

弗
保
険
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
、
平

成
２９
年
以
降
に
転
入
し
た
方
は
前

住
所
地
の
課
税
ま
た
は
非
課
税
証

明
書

②
事
前
申
請
し
な
か
っ
た
場
合

　
①
の
事
前
申
請
で
限
度
額
認
定

証
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど

仏
該
当
世
帯
主
に
、
受
診
月
の
２

カ
月
後
以
降
に
送
付
さ
れ
る
高
額

療
養
費
支
給
申
請
書
を
国
保
年
金

課
へ

●
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
の
行
為
で
け
が
を
し
た
場
合

で
も
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
を
提
出
す
れ
ば
国
保
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
し
た
場

合
は
、
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
国
保
を
使
う
場
合
は
、

早
め
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
亡
く
な
っ
た
と
き

　
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
（
喪
主
）
に
葬

祭
費
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

弗
保
険
証
、
喪
主
の
印
鑑
お
よ
び

喪
主
名
義
の
預
貯
金
通
帳

※
亡
く
な
っ
た
方
と
喪
主
が
別
世

帯
の
場
合
は
葬
儀
の
領
収
書

●

保
健
事
業

●

●
健
康
診
査
補
助
金
・
脳
ド
ッ
ク

補
助
金

覆
八
潮
市
国
保
被
保
険
者
の
資
格

が
１
年
以
上
あ
る
４０
歳
以
上
の
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
・
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
（
子
宮
頸け

い

が

ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
２０
歳

以
上
の
方
、
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク

健
康
診
査
は
２０
歳
以
上
３９
歳
以
下

の
方
）

弗
検
診
費
用
の
領
収
書
、
保
険
証
、

世
帯
主
の
印
鑑
お
よ
び
預
貯
金
通

帳
、
検
診
結
果
の
写
し
（
健
康
診

査
補
助
金
の
み
）

仏
受
診
日
か
ら
１
年
以
内
、
１
年

度
内
に
１
回
の
み
申
請
可

●
補
助
額

【
健
康
診
査
補
助
金
】

　
市
が
実
施
す
る
検
診
時
に
申
請

書
を
提
出
す
る
と
費
用
が
無
料
。

市
が
実
施
す
る
以
外
の
検
診
を
受

け
た
場
合
は
、
市
が
実
施
す
る
検

診
の
自
己
負
担
金
と
同
額
を
補
助
。

●
補
助
項
目

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
（
女
性

の
み
）、
歯
周
疾
患
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ

ッ
ク
健
康
診
査

【
脳
ド
ッ
ク
補
助
金
】

　

脳
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
７
割

（
限
度
額
＝
２
万
５
千
円
）

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
、
給
付
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
届
け
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
制
度
の
改
正
に
と
も
な
う
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
広
報
や
し
お
５
月
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
国
保
年
金
課
☎
奮
２
１
４
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公共下水道整備状況図

N

…平成３０年 ４ 月 １ 日から新たに使用できる区域

八
條
・
鶴
ケ
曽
根
・
二
丁
目
・

木
曽
根
・
南
川
崎
・
伊
勢
野
・

古
新
田
・
垳
・
大
原
・
大
曽
根

の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
（
図
の
と
お

り
）

　
公
共
下
水
道
は
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の

発
生
し
に
く
い
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在
、
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
約
８００
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
下
水
道
普
及
率

は
約
７８
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区

域
内
の
皆
さ
ん
は
、
処
理
開
始
の

日
か
ら
１
年
以
内
に
、
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
、
条
例
な
ど
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
の
接
続
工
事
は
、
市
の

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金

　
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下

水
道
を
使
用
で
き
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
３０
年
度
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
方
に
は
、
内
容
確
認
・

納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て

い
る
負
担
金
の
納
入
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
す
み
や
か
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

　
大
切
な
下
水
道
管
を
傷
め
た
り
、

詰
ま
ら
せ
た
り
し
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
台
所
の
ゴ
ミ
や
油
は
流
さ
な
い
。

・
水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
生
活
用
品
は
流

さ
な
い
。

・
有
害
な
物
質
や
危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
。

貸
付
・
補
助
制
度

４
月
１
日
か
ら
新
た

に
使
用
で
き
る
区
域

物
下
水
道
課
☎
奮
４
２
２

水洗便所等
改造資金貸付

貸付金の限度額…４０万円<無利子>
返済方法…貸付を受けた翌月から毎
月 １万円

雨水貯留施設
設置費の補助
制度

既存浄化槽(単独・合併浄化槽)の改造
補助額… ８万円

市販の雨水貯留槽の設置
補助額…費用の ２分の １以内（限度
額 ２万 ５千円）

公
共
下
水
道
に
早
め
の
接
続
を
！

理
解
や
認
識
が
深
ま
る
よ
う
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
ま
す
。

〈
重
点
事
業
〉

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
等
を
通

じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す

る
情
報
提
供
の
推
進

●
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
の
推
進

●
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
の
活

用
と
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備

●
避
難
誘
導
体
制
の
整
備

●
福
祉
避
難
所
の
充
実

基
本
目
標
５

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ

ス
の
実
現

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
て
様
々
な
生
き
方

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
努
め
、
利
用
に
関
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
施
策
や
事
業
に
障
が

い
者
の
要
望
・
意
見
を
反
映
し
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

〈
重
点
事
業
〉

●
障
が
い
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

・
情
報
共
有
の
充
実

●
障
が
い
者
へ
の
行
政
情
報
等
の

提
供
の
充
実

●
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供

等
の
充
実

●
相
談
支
援
事
業
の
充
実

●
相
談
体
制
の
整
備

●
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実●
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
の
支

援※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
重
点
事
業
〉

●
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実

●
関
係
機
関
と
の
連
携
の
充
実

●
障
が
い
者
の
虐
待
防
止

●
障
が
い
者
差
別
解
消
の
推
進

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実●
生
活
介
護
の
充
実

基
本
目
標
３

障
が
い
児
の
健
や
か
な
育
成

を
支
援
す
る
体
制
の
充
実

　
障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
地
域

支
援
体
制
の
構
築
と
提
供
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

〈
重
点
事
業
〉

●
各
種
健
康
診
査
及
び
事
後
指
導

の
充
実

●
障
が
い
児
発
達
支
援
巡
回
事
業

の
実
施

●
保
育
所
、
心
身
障
が
い
児
訓
練

施
設
、
学
校
等
療
育
関
係
機
関
の

連
携
強
化

基
本
目
標
４

地
域
で
支
え
合
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

　
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実
を

図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
し
て
い
け
る
生
活
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
障
が
い
に
対
す
る

　
こ
の
計
画
は
、「
と
も
に
生
き
、

と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、
障

が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
尊
重

し
あ
い
、
地
域
の
一
員
と
し
て
支

え
あ
い
、
自
ら
の
意
思
で
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、
総
合
的
な
支

援
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
し
た

も
の
で
す
。

基
本
目
標
１

自
立
し
た
地
域
生
活
の

維
持
お
よ
び
継
続

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
「
自
立
し

た
地
域
生
活
」
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
、
維
持
・
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

〈
重
点
事
業
〉

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
へ
の
支
援

●
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

の
充
実

●
手
話
奉
仕
員
・
要
約
筆
記
者
の

養
成

●
教
育
内
容
・
方
法
の
充
実

●
人
権
教
育
の
推
進

基
本
目
標
２

社
会
参
加
を
進
め
る
た

め
の
体
制
の
充
実

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
就

労
支
援
や
学
習
機
会
の
提
供
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
取
り
組

み
な
ど
を
後
押
し
す
る
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
今
後
の
障
が
い
者
施
策
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
提
供
体
制
を
示
す
総
合
的
な
計
画
と
し
て
「
第
６
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・
第
５
期
八
潮
市

障
が
い
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
障
が
い
福
祉
課
☎
奮
４
５
３

第
６
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画・

第
５
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定

計
画
の
概
要



No.809広報 平成30年（2018年）4月10日（5）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

１
教
育
文
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
学
び
と
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
ま
ち
～

▼
１
月
８
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

成
人
式
を
開
催
し
、
５７４
人
が
参
加

▼
１
月
１３
日
か
ら
、「
学
習
塾
と

の
連
携
事
業
」
を
開
始

▼
２
月
３
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

市
民
大
学
大
学
院
の
研
究
発
表
会

を
、
２
月
１７
日
、
市
民
大
学
２
学

年
に
よ
る
自
主
研
究
発
表
会
を
開

催▼
２
月
２０
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
小
中
一
貫
教
育
合
同
報
告
会
」

を
開
催

２
健
康
福
祉
・

子
育
て

～
誰
も
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
１
月
２１
日
、「
第
５３
回
八
潮
市

内
一
周
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
川
内
優

輝
さ
ん
を
は
じ
め
市
内
外
か
ら
１０４

チ
ー
ム
が
参
加

▼
１
月
２６
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽
荘
で
、「
平
成
２９
年
度
寿

大
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

男
性
５
人
、
女
性
３０
人
、
合
計
３５

人
が
卒
業

３
防
災
・
防
犯
・

消
防
・
救
急

～
誰
も
が
安
全
で
安
心�

�
�

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
１２
月
１３
日
、「
オ
ウ
ム
真
理
教

対
策
関
係
市
区
町
連
絡
会
」
で
、

法
務
大
臣
お
よ
び
公
安
調
査
庁
長

官
に
対
し
、
問
題
解
決
に
向
け
た

法
整
備
お
よ
び
観
察
処
分
の
更
新

な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
実
施

▼
１
月
１８
日
、
本
市
お
よ
び
草
加

警
察
署
と
、
バ
ス
事
業
者
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
、
清
掃
事
業
者
と
の

そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
「
地
域
安
全
活

動
の
連
携
及
び
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
記
録
デ
ー
タ
提
供
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結

▼
２
月
２４
日
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

で
、「
避
難
所
運
営
に
関
す
る
研

修
会
」
を
開
催

▼
２
月
２４
日
・
２５
日
、
や
し
お
生

涯
楽
習
館
で
、「
第
２７
回
八
潮
市

消
費
生
活
展
」
を
開
催

４
産
業
経
済
・
観
光

～
地
域
の
特
性
を�

�

　
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と�

�

活
力
の
あ
る
ま
ち
～

▼
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
中
小
企
業
向

け
小
口
資
金
融
資
な
ど
の
利
子
補

給
率
を
引
き
上
げ
て
実
施

▼
本
市
の
観
光
に
関
す
る
情
報
を

豊
富
に
盛
り
込
ん
だ
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
る
る
ぶ
特
別
編
集
八
潮

市
」
を
作
製

▼
１
月
１０
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
第
４３
回
八
潮
市
農
業
祭
」
に
出

品
し
た
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の
生

産
者
を
表
彰

▼
１
月
３１
日
、
平
成
２９
年
度
の
八

潮
市
優
良
技
術
者
・
技
能
者
２
人

を
表
彰

▼
２
月
１５
日
、
本
市
の
知
名
度
の

向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
た

め
、
４
製
品
を
八
潮
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
と
す
る
認
定
式
を
開
催

５
都
市
基
盤
・
環
境

～
快
適
で
や
す
ら
ぎ
と�

�
�

潤
い
の
あ
る
ま
ち
～

▼
１
月
１７
日
、
葛
西
用
水
親
水
化

整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
う
た
め
、

町
会
・
自
治
会
や
関
係
団
体
の
方

と
第
２
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催

▼
「
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並

び
に
誘
致
期
成
同
盟
会
」
で
、
１

月
１９
日
に
埼
玉
県
知
事
、
２
月
７

日
に
千
葉
県
知
事
、
２
月
１５
日
に

は
茨
城
県
知
事
に
対
し
、
要
望
活

動
を
実
施

▼
２
月
１
日
、
東
武
バ
ス
セ
ン
ト

ラ
ル
㈱
に
対
し
、
バ
ス
路
線
の
新

設
、
増
便
、
バ
ス
停
留
所
の
上
屋

お
よ
び
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
実
施

▼
２
月
１
日
、
空
き
家
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、

「
八
潮
市
ま
ち
の
景
観
と
空
家
等

の
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
た
関
係
７
団
体
と
意
見
交
換
会

を
開
催

▼
２
月
２０
日
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
㈱
に
対
し
、
東
京
駅
へ
の
延
伸
、

車
両
の
８
両
化
、
快
速
列
車
の
停

車
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
実

施▼
平
成
３０
年
１
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
８１６
万
６
５
５
９
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
時
期
と
比

較
し
て
１３
万
７
４
５
２
立
方
メ
ー

ト
ル
の
増
加

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
消
費

税
抜
き
で
１４
億
２
３
０
１
万
円
と

な
り
、
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て

２
７
４
６
万
円
の
増
加

６
新
公
共
経
営

～
協
働
で
経
営
す
る�

�
�

自
主
・
自
律
の
ま
ち
～

▼
八
潮
市
全
体
の
見
ど
こ
ろ
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た

「
や
し
お
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
製

▼
１
月
２５
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
市

政
に
功
労
の
あ
っ
た
１６
人
を
表
彰

市
政
の
執
行
状
況

　
平
成
３０
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
が
２
月
２８
日
か
ら
３
月
２０
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
施
政
方
針
お
よ
び
前
定

例
会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
。
施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況
全
文
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

65歳からの健康づくり65歳からの健康づくり ~介護予防で
　元気アップ~

①若返るぞ！シニア体操教室
●エイトアリーナ
腹５月１４日～７月９日（７月２日を除く
毎週月曜日・全８回）　午前１０時～１１
時３０分
払１８０人
●文化スポーツセンター
腹５月１１日～７月６日（６月２９日を除く
毎週金曜日・全８回）　午前１０時～１１
時３０分
払１００人
●コミュニティーセンター
腹５月１５日～７月１７日（６月５日・７月３
日を除く毎週火曜日・全８回）　午前
１０時～１１時３０分
払４０人
●ゆまにて
腹５月９日～７月１１日（５月３０日・６月２
７日を除く毎週水曜日・全８回）　⑴
午後１時３０分～３時、⑵午後３時１５分
～４時４５分
払各４０人
●八條公民館
腹５月１０日～７月１２日（５月１７日・６月

　市では、高齢者の心身機能の維持・向上を目的として、介護予防事業を行っています。
　元気なうちから介護予防に取り組み、いつまでもいきいきとした自分らしい暮らしを目指しましょう。

２１日を除く毎週木曜日・全８回）　午
前１０時～１１時３０分
払８０人
●八潮メセナ・アネックス
腹５月２２日㈫・６月６日～７月１８日（６
月２７日を除く毎週水曜日）・７月２４日
㈫（全８回）　⑴午前１０時～１１時３０分、
⑵午後１時３０分～３時
払各６０人
●資料館
腹５月１０日～７月１２日（５月１７日・６月
２1日を除く毎週木曜日・全８回）　⑴
午後１時３０分～３時、⑵午後３時１５分
～４時４５分
払各４０人
②介護予防健康体操教室
腹５月２９日～８月７日（６月１２・２６日・
７月１０日・２４日を除く毎週火曜日）・
６月２５日㈪（全８回）　⑴午前１０時～
１１時３０分、⑵午後１時～２時３０分、⑶
午後３時～４時３０分
複保健センター
払各４０人

―①②共通―
覆市内在住で６５歳以上の方� �
淵指導員による自宅でできる運動紹
介と実技、運動継続のアドバイス� �
弗室内用運動靴（八潮メセナ・アネッ
クス、資料館は不要）、飲み物、タオル��
沸無料� �
仏４月２３日（必着）までに、往復は
がきを長寿介護課へ� �
▼往信裏面＝⑴氏名（ふりがな必須）
⑵郵便番号と住所⑶生年月日⑷電話
番号⑸メールアドレス⑹希望する会
場と時間（第２希望まで記入）� �
※申し込み多数の場合は抽選� �
※他会場の体操教室および健康スリ
ムアップ教室との、同時申し込みは
できません。
③健康スリムアップ教室
腹５月２１日～７月３０日（６月４日・２５日
・７月１６日を除く毎週月曜日・全８回）
　午前１０時～正午
淵ダイエットに気軽に取り組める栄
養の工夫と運動など

弗室内用運動靴、飲み物、タオル
沸無料
④お口の健康教室
腹５月１４日㈪・８月１０日㈮　午後１時３
０分～３時３０分
淵歯科衛生士による歯磨きの指導・
口
こう

腔
くう

体操・唾液腺マッサージなど
弗タオル
沸無料
⑤おいしく食べよう栄養教室
腹５月２４日㈭・６月２８日㈭・７月１８日
㈬・８月２３日㈭　午前１０時～午後０時
３０分
淵管理栄養士によるバランスの良い
食事についての講話や調理実習
弗エプロン、三角巾
沸５００円（食材料費）

―③～⑤共通―
複保健センター� �
覆市内在住で６５歳以上の方� �
払各２０人（申込順）� �
仏４月１６日から、電話で長寿介護課
（☎焚４４８）へ

物長寿介護課☎奮４４８
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

臨
時
休
館

　
館
内
保
守
点
検
・
清
掃
業
務
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。

●
や
し
お
生
涯
楽
習
館

腹
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館

●
八
潮
メ
セ
ナ
お
よ
び
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア

ネ
ッ
ク
ス

腹
５
月
３
㈷
～
６
日
㈰

※
駅
前
出
張
所
内
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

も
休
止
し
ま
す
。

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998
・
２
５
０
０
、
駅
前

出
張
所
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
☎
932
・
８

０
１
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
期
間　
平
成
３１
年
３
月
３１
日
㈰
ま
で

複
市
内
委
託
医
療
機
関

覆
①
平
成
３０
年
度
に
６５
歳
、
７０
歳
、
７５
歳
、

８０
歳
、
８５
歳
、
９０
歳
、
９５
歳
、
１００
歳
に
な

を
定
め
て
い
る
こ
と
▼
適
切
な
会
計
処
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

助
成
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
１０
万
円
、
１
０
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）
※
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
事
業
説
明
、
専
門
委
員
に
よ
る
審
査

あ
り

仏
５
月
２５
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
市
民

協
働
推
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
を
市
民
協
働
推
進
課
（
☎
焚
４
６

５
）
へ

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正

　
市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
対
し
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

防
災
関
係
法
令
な
ど
の
改
正
お
よ
び
国
・

県
計
画
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
改

訂
内
容
に
対
応
す
る
た
め
、
八
潮
市
地
域

防
災
計
画
の
一
部
を
修
正
し
ま
し
た
。

　
八
潮
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
３
９

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

覆
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
既
存
住
宅
ま

た
は
新
築
住
宅
に
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
20
日
ま
で
に
電
力
受
給
契
約
を
締

結
し
た
方
（
法
人
は
対
象
外
）

対
象
設
備　
「
八
潮
市
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
」

る
方
※
４
月
上
旬
に
個
別
通
知
し
て
い
ま

す
。
通
知
の
届
い
て
い
な
い
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
６０
歳
以
上
６４
歳
以
下
で
、
心
臓
・
腎
臓

・
呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い
が
あ
っ
て
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
に
該
当
す
る
方
）
※

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

沸
３
０
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方
は
、
受
給
証
提
示
に
よ
り
無
料
）

※
既
に
、「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ

（
２３
価
肺
炎
球
菌
莢き

ょ
う

膜ま
く

ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ

ド
）
ワ
ク
チ
ン
」
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
対
象
外
で
す
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
助
成
金

覆
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
の
解

決
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
も
の

▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動
場
所
を
有

す
る
こ
と
▼
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る

こ
と
▼
団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど

に
適
合
す
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム補
助
金
額　
３
万
円

仏
平
成
31
年
３
月
22
日
ま
で
に
、
所
定
の

申
請
用
紙
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
お
よ
び
添
付

書
類
を
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
（
☎
焚
３
３

８
）
窓
口
へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
請
は
、
工
事
完
了
後
に
受
け
付
け
し

ま
す
。

※
手
続
代
行
者
に
よ
る
複
数
の
同
時
申
請

不
可
（
１
人
１
件
ま
で
）。

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

葛
西
八
条
用
水
の
両
用
水
路
通
水

　
田
植
え
の
準
備
の
た
め
、
通
水
し
ま
す
。

水
路
に
幼
児
や
児
童
が
近
づ
か
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

腹
４
月
24
日
㈫　
午
前
９
時
〜

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

大
曽
根
交
番
の
業
務
再
開

　
平
成
２９
年
１１
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
大

曽
根
交
番
の
建
て
替
え
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
業
務
は
３
月
２０
日
よ
り
再
開
し
て

い
ま
す
。

物
大
曽
根
交
番
☎
９９５
・
６
９
９
７

新
社
会
人
応
援
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

今
春
社
会
人
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
「
新
社
会
人
応
援
献

血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
県
内
の
事
業
所

や
献
血
ル
ー
ム
、
献
血
バ
ス
に
て
献
血
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
新
社
会
人
に
は
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

物
県
薬
務
課
☎
０４８
・
８３０
・
３
６
３
５

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

　本市を含む埼葛１２市町では、毎年４月を「埼葛えせ同和行為対
策強化月間」と定め、同和問題の解決の妨げとなっている「えせ
同和行為」の排除を呼びかけています。

「えせ同和行為」とは
　同和問題の解決を口実に、個人、企業、行政機関などに対して
「図書など物品購入の強要」や「寄付金・賛助金の強要」など、
不法・不当な行為や要求をすることです。
　このような行為は、要求を受けた人が被害に遭うだけでなく、
同和問題に対する誤った認識を植えつけ、新たな偏見や差別意識
を生む要因となり、同和問題解決のために多くの人々が積み重ね
てきた人権教育や啓発活動の効果を覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為の要求に応じる義務はありません。終始、き然と
した態度で断固拒否し、えせ同和行為を排除しましょう。その場
しのぎの安易な対応は、かえって相手につけ込まれ、結果として、
同和問題の解決を遅らせることにもなります。

※同和問題とは…「同和地区に住んでいる」あるいは「同和地
区に生まれた」という理由で、結婚や就職、日常生活などの
面で差別を受け、基本的人権が侵害されるという、日本の歴
史の中で生み出され、現在もなお存在する我が国固有の重大
な人権問題です（「部落問題」「部落差別」などとも言われま
す）。平成２８年１２月１６日には「部落差別の解消の推進に関す
る法律」が施行され、埼葛１２市町では同法律を踏まえ、同和
問題の解決に向けて、引き続き連携しながら、人権教育・啓
発活動を推進しています。

物人権・男女共同参画課☎焚８１１

監
査
委
員
の
選
任

（
再
任
）
原は

ら　
寿ひ

さ

基き　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
任
期　
平
成
３０
年
４
月
１
日
～
平
成
３４
年
３
月
３１
日
）

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

（
再
任
）
石い

し

黒ぐ
ろ　
貢み

つ
ぐ　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
任
期　
平
成
３０
年
４
月
１
日
～
平
成
３３
年
３
月
３１
日
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
新
任
）
髙た

か

橋は
し　
洋よ

う

一い
ち　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
任
期　
平
成
３０
年
４
月
１
日
～
平
成
３４
年
３
月
３１
日
）

飼い主は年１回『狂犬病予防注射』を受けさせましょう
狂犬病予防集合注射のお知らせ

　次のとおり「狂犬病予防集合注射」を実施します（雨天決行）。
　また、集合注射に来られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。

物環境リサイクル課☎焚２３５

時間
実施日 午前 9時30分～11時30分 午後 １時～ ３時

４月１９日㈭ 中馬場公民館※ 資料館駐車場
４月２０日㈮ 中川小学校正門向かい※ 勤労青少年ホーム駐車場
４月２２日㈰ 市役所庁舎西側駐車場
４月２３日㈪ リサイクルプラザ南側駐車場 松之木公民館※
４月２４日㈫ やしお駅前公園　南側スペース※
４月２５日㈬ 文化スポーツセンター駐車場 大曽根西中央公園※

※の注射会場には十分な駐車スペースがありませんので、車での来場はご遠慮ください。

沸登録済みの犬…３,３００円（注射料金２,７５０円、注射済票交付手数料５５０円）
　新規登録の犬…６,３００円（登録料として上記料金に別途３,０００円）
※つり銭のないようにご用意ください。
【狂犬病ってどんな病気？】
　人を含めたほ乳類に感染し発症したら治療法はありません。死亡率は、ほぼ
１００パーセントという恐ろしい病気です。
【狂犬病ってまだあるの？】
　日本ではなじみのない病気ですが、世界のあらゆる地域で発生し、毎年約５万
人が亡くなっています。
【室内犬も受けなくちゃいけないの？】
　室内犬も対象です。日本では、すべての犬が年１回「狂犬病予防注射」を受け
ることが義務づけられています。
【犬の登録はどこでできるの？】
　狂犬病予防集合注射の会場または環境リサイクル課で登録できます。
※登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へご連絡ください。
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